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振り返りを、次の一歩へ
決算審査を踏まえた市議会からの提言が、
新年度予算へどのように生かされたのか、
検証します。
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◉事業実施～予算成立の流れ◉事業実施～予算成立の流れ

振り返りを、
次の一歩へ

昨年9月定例会では、
決算特別委員会において前年度決算の審査を行い、
課題として指摘した点や要望を提言書としてまとめ、
市長に提出しました。
この提言が令和８年度予算の編成にどのように
生かされたのか、検証します。

決算でのチェックは予算にどうつながった？
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入札不調の発生原因の分析と適切な対応
市民アプリのデジタルデバイド対策と適切な事業評価・情報開示
食肉中央卸売市場の移転再整備と道の駅の早期事業開始の取組
学校施設の不具合などに迅速に対応できる体制の構築
管理不全マンションや空き家等の利活用促進と改善措置強化
医療的ケア児者・重症心身障害児者への支援と家族負担の軽減
火葬の待機日数短縮のため火葬炉の早期増設の検討
路線バスなどへの支援と多様な移動手段の確保
道路環境整備のため地元課題や狭あい道路の解消の支援強化
市立病院の長期的な経営改善に向けたあらゆる措置
外郭団体の公益性の考え方の整理と在り方の検討
公共施設の予防保全の見直しと適切な施設更新
技術職の人材確保・育成と技術継承

審査の過程で指摘した改善点や
要望などを市長に提出しました

市（執行部）
前年度の事業の実施
（予算執行）

市（執行部）

前年度の決算議案

市議会

決算特別委員会市（執行部）

次年度の予算議案

市（執行部）

事業の実施

市議会

予算委員会

市議会

また次の決算でチェック

前年度の
お金の使われ方を
まとめました

次年度の
お金の使い方を
まとめました

しっかり
チェック！

しっかり
チェック！

議決された予算に基づき、次年度の事業が行わ
れます。この一連のサイクルを繰り返すことで、
市政運営のさらなる向上が図られていきます。

本会議で予算を議決します。

次は、
こうして
ほしいな

次は、
こうして
ほしいな

新年度予算 成立新年度予算 成立

令
和 8年度

提言書
予算編成に向けた

令
和 8年度

提言書
予算編成に向けた

反対

賛成

予
算
議
案

決
算
議
案

● 出張型相談カウンターの設置や地域ICＴ
リーダーの活用

● 協定締結先との連携による利用者サポー
トのさらなる拡充

市民アプリ活用事業 〔 8億3,963万円〕

予算額

● 経費節減策や収入向上策のほか、生成AI
の活用、がんゲノム医療の拡充、情報発信
の強化など、新規拡大事業の積極的な推進

● 経営状況の定期的な周知や教育機会の創
出による、病院職員全体の経営意識の向上

病院事業会計 〔 349億4,709万円〕

予算額

● 路線バス事業者の取組に対する補助金の
交付、地域ニーズを踏まえたコミュニティ
バスなどの利用促進や改善支援の実施

● AIデマンド交通や自動運転バスの実証実
験の実施

交通政策事業 〔 1億1,508万円〕
交通バリアフリー推進事業 〔 5,854万円〕
バス対策事業 〔 3億6,466万円〕

予算額

● マンションの実態把握と管理不全マンショ
ンに対するプッシュ型アドバイザーの派遣

● 公民連携制度を活用した新たな取組によ
る空き家等の利活用の促進および改善措
置の強化

住宅政策推進事業 〔 1,581万円〕
空き家等対策事業 〔 635万円〕

予算額

提言に基づいて 新年度予算案はこうなった！提言に基づいて 新年度予算案はこうなった！提言に基づいて 新年度予算案はこうなった！提言に基づいて 新年度予算案はこうなった！

※予算額は事業全体のものであり、関連事業の費用を含む場合があります。

◉
令
和
8
年
度
予
算
案
か
ら
、今
後
の
市
の
取
組
の一部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市民アプリを安心してお使いいただくため
デジタルデバイド対策を進めます

地域医療を守るため、
市立病院の経営改善を進めます

路線バスなどへの支援や
多様な移動手段の確保に取り組みます

積極的な実態把握や新たな取組により
対策を強化します

提言❷への対応提言❷への対応提言10への対応提言10への対応 提言❽への対応提言❽への対応 提言❺への対応提言❺への対応
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クローズアップ

このほかの議案などの審議結果は、さいたま市議会ホームページをご覧ください。 検索さいたま市議会

議員の
市の

2月定例会「代表質問」ダイジェスト

令和8年度予算議案は、一般会計・全会計予算総額と
もに、過去最大規模となりました。
議案は予算委員会に付託され、分野別に審査された
後、委員会最終日には市長出席のもと、総括的な質
疑が行われました。審査結果は本会議に報告され、
採決の結果、すべての当初予算議案が可決され、新
年度予算が成立しました。

令和8年2月定例会（2月3日～3月12日／会期38日間）

議案第18号　令和8年度さいたま市一般会計予算　ほか16議案

令和8年度予算議案

2月定例会で審議された議案　市長提出議案105件、議員提出議案2件／合計107件

議員から次の意見書案が提出され、いずれも可決されました。

議員提出議案第1号　消費者がより安心して食品を選択できる表示制度に向けた検討・措置を求める意見書
ほか1議案

市議会から国へ意見書を提出

＜令和8年度予算案4本の柱＞
●災害に強く安全・安心な都市への対策強化
●未来のまちを拓くさいたま市らしさの深化
●誰一人取り残さない地域共生社会の実現
●DXと共創によるまちづくりの推進

●消費者がより安心して食品を選択できる表示制度に向けた検討・措置を求める意見書
●イランを巡る軍事的緊張の高まりに対し、外交的解決に向けた国際社会との連携を求める意見書

さいたま市の令和8年度当初予算の規模

令和7年度 令和8年度

1兆1,663億
総額

（単位：円）

企業会計

特別会計

一般会計

※端数処理の都合上、合計が一致しない場合があります。

1兆2,000億
総額

国の学校給食費の抜本的な負担軽減措置を踏まえ、小学校および特別支援学校小学部の学校給食費
を無償化するための議案が提出され、可決されました。

議案第47号　さいたま市学校給食の実施及び学校給食費の管理に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

小学校などの学校給食費を無償化

聴覚に障がいのある方などに対する情報取得の機会拡大および利便
性の向上を目的として、2月定例会の本会議（3月11日・12日）におい
て、議場内に手話通訳者を配置し、発言者と同時にインターネット議
会中継画面に映写するとともに、中継画面にAIによるリアルタイム字
幕を表示する取組を試行的に実施しました。

手話通訳・AI字幕を試行実施

1,306億

7,034億

3,323億

1,379億

3,461億

7,160億

インターネット議会中継画面
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代
表
質
問

7
会
派
12
人
の
議
員
が
、
市
政
に
対

す
る
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

出
雲
圭
子
／
松
本　

翔
／
吉
田
一
志

照
喜
納
弘
志
／
鶴
崎
敏
康
／
渋
谷
佳
孝

帆
足
和
之
／
青
羽
健
仁
／
松
村
敏
夫

久
保
美
樹
／
吉
村
豪豪
介
／
中
山
欽
哉

国
民
健
康
保
険
の
外
国
人

未
納
問
題
に
関
し
て
、
国

の
デ
ー
タ
で
は
外
国
人
は
負
担
よ
り

も
受
益
が
小
さ
く
、
優
遇
と
は
い
え

な
い
。
本
市
の
傾
向
と
収
納
率
向
上

を
図
る
た
め
の
対
策
を
求
め
る
。

本
市
の
国
民
健
康
保
険
の

外
国
人
加
入
者
は
全
体
の

約
5.2
％
を
占
め
る
が
、
医
療
費
は
レ

セ
プ
ト
件
数
で
約
2.1
％
、
総
医
療
費

で
約
1.5
％
、
高
額
療
養
費
現
物
給
付
分

は
約
1.2
％
程
度
と
、
全
国
の
傾
向
と

同
様
、
加
入
割
合
と
比
べ
て
低
い
水

準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
収
納
率
向

上
の
た
め
、
ま
ず
は
制
度
へ
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
新

た
な
取
組
と
し
て
、
納
税
通
知
書
の

内
容
を
多
言
語
で
説
明
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
整
備
し
、
さ
ら
に
納
税
通

知
書
の
封
筒
に
二
次
元
コ
ー
ド
を
印

字
し
て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

新
庁
舎
整
備
事
業
費
は

770
億
円
ま
で
増
大
し
て
い

る
。
現
行
案
に
加
え
、
規
模
や
機
能

を
見
直
し
た
複
数
案
を
検
討
し
、
事

業
費
や
将
来
負
担
を
整
理
し
て
市
民

の
判
断
材
料
を
示
す
べ
き
で
は
。

新
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
は
、

本
市
誕
生
以
来
、
重
要
な

課
題
と
し
て
20
年
以
上
の
長
き
に
わ

た
り
、市
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
関
係
者
と
議
論
を
重
ね
な
が
ら
進

め
て
き
た
。
現
時
点
で
は
、
こ
れ
ま

で
積
み
重
ね
て
き
た
議
論
を
前
提
に

精
査
し
た
設
計
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
進

め
て
い
く
の
が
適
切
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
事
業
費
の
増
加
の
抑
制
に
取

り
組
み
、
財
政
運
営
を
維
持
す
る
責

任
を
果
た
し
て
い
く
と
と
も
に
、
新

庁
舎
整
備
の
意
義
に
つ
い
て
丁
寧
に

説
明
し
て
い
き
た
い
。 

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
子
育
て
家
庭
に
と
っ
て
、
絆

と
な
り
う
る
緩
や
か
な
つ
な
が
り
が

で
き
る
社
会
を
市
と
し
て
ど
の
よ
う

に
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
か
伺
う
。

「
第
3
期
さ
い
た
ま
子
ど

も
・
青
少
年
の
び
の
び

希ゆ

め望
プ
ラ
ン
」で
は
、
地
域
で
子
育
て

を
支
え
る
支
援
の
輪
を
広
げ
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
単
独
型
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
身
近
な
場
の
提
供
や
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
親
同
士
が
交
流

す
る
機
会
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、
さ

い
た
ま
子
育
て
W
E
B
で
子
育
て
サ

ロ
ン
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
現

在
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
配
置
し
た
地
域
づ
く
り
を
手

が
け
て
お
り
、
そ
の
中
で
地
域
の
絆

や
近
所
の
つ
な
が
り
を
ど
う
つ
く
っ

て
い
け
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
者�

※
質
問
順

国
保
の
外
国
人
未
納
問
題

収
納
率
向
上
の
た
め
の
対
策
は

増
加
す
る
整
備
事
業
費

新
庁
舎
は
複
数
案
の
検
討
を

立
憲

子
育
て
家
庭
に
向
け
た
絆
づ
く
り

同
じ
立
場
の
人
と
の
つ
な
が
り
を

新
た
な
取
組
と
し
て
始
ま
る
多
言
語
で
の
周
知
強
化

外
国
人
加
入
者
へ
の
制
度
理
解
の
促
進
が
期
待
さ
れ
る

すべての質問の様子は、右の二次元コード
から、インターネット議会中継（録画配信）
でご覧になれます。
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公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

の
再
構
築
に
当
た
り
、
ア

プ
リ
と
の
連
携
は
重
要
な
検
討
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
活
用
し
た
本
人
確
認
は
大

き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、
本
シ

ス
テ
ム
に
は
、
団
体
登
録
の
考
え
方

が
あ
る
こ
と
や
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
未
利
用
者
も
施
設
利
用
を
可
能
と

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
課
題

を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
き
た
い
。
オ

ン
ラ
イ
ン
決
済
、
ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク

は
各
施
設
の
利
用
規
定
な
ど
が
異
な

る
こ
と
か
ら
、
関
係
部
署
と
協
議
し

最
適
な
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制

定
と
実
効
性
を
担
保
す
る

た
め
、
札
幌
市
の
子
ど
も
ア
シ
ス
ト

セ
ン
タ
ー
を
モ
デ
ル
に
、
強
い
調
査
・

勧
告
権
限
と
子
ど
も
が
相
談
で
き
る

容
易
さ
を
備
え
た
機
関
の
設
置
を
。

実
効
性
の
あ
る
機
関
の
設

置
は
、
子
ど
も
を
権
利
侵

害
か
ら
救
済
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

と
考
え
る
。
ま
ず
は
学
校
や
教
育
委

員
会
か
ら
独
立
し
た
常
設
の
第
三
者

議員の
市の

2月定例会「代表質問」ダイジェスト

障
が
い
の
あ
る
方
々
は
、

医
療
・
保
健
・
福
祉
な
ど

の
支
援
体
制
の
確
保
が
重
要
。
災
害

時
の
情
報
共
有
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
が
平
常
時
か
ら
求
め
ら
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

災
害
時
に
適
切
に
支
援
を

受
け
る
た
め
に
は
、
個
別

避
難
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
支
援

者
や
避
難
経
路
を
事
前
に
決
め
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
令
和
8
年

度
は
福
祉
専
門
職
が
参
画
す
る
モ
デ

ル
事
業
に
よ
り
プ
ラ
ン
の
作
成
を
進

め
、
医
療
的
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
保

健
所
な
ど
も
支
援
の
輪
に
入
り
、
プ

ラ
ン
の
作
成
を
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
当
事
者
の
支
援
団
体
な
ど
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
重
要
で
あ
り
、
意

見
を
伺
い
な
が
ら
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。  

中
途
で
視
覚
障
が
い
を
抱

え
る
と
社
会
参
加
が
困
難

と
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
仙
台
市

を
参
考
に
生
活
相
談
、
交
流
・
居
場

所
支
援
、
就
労
訓
練
な
ど
を
公
民
連

携
で
導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

相
談
か
ら
訓
練
に
至
る
一

連
の
支
援
を
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
行
え
る
セ
ン
タ
ー
機
能
を
整
備

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
の

専
門
機
関
の
利
用
実
績
を
踏
ま
え
る

と
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
必
要
な
支
援
が
行
き
届
く

環
境
整
備
は
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
既
存
の
相
談
窓
口
で
適
切
に

対
応
で
き
る
よ
う
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
、
専
門
機

関
な
ど
と
の
連
携
強
化
に
よ
り
、
必

要
な
支
援
へ
円
滑
に
つ
な
げ
ら
れ
る

体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。  

「
さ
い
た
ま
市
み
ん
な
の

ア
プ
リ
」
に
公
共
施
設
予

約
機
能
を
実
装
し
、
予
約
か
ら
決
済
、

ス
マ
ー
ト
ロ
ッ
ク
解
除
ま
で
ス
マ
ホ

で
完
結
す
る
仕
組
み
を
導
入
し
、
利

便
性
を
向
上
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

機
関
で
あ
る「
い
じ
め
問
題
救
済
委
員

会
」を
設
置
し
、
い
じ
め
問
題
に
特
化

し
て
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て

い
く
。
そ
の
後
、
令
和
9
年
度
の「（
仮

称
）子
ど
も
の
権
利
条
例
」制
定
に
合

わ
せ
、
本
委
員
会
の
所
掌
範
囲
を
拡

大
し
、
本
条
例
に
規
定
す
る
権
利
を

対
象
と
し
た
子
ど
も
の
権
利
救
済
機

関
へ
発
展
さ
せ
た
い
。

4
月
開
校
予
定
の「
い
ろ

ど
り
学
園
」の
運
営
体
制
、

給
食
費
・
交
通
費
の
保
護
者
負
担
軽

減
、体
験
学
習
へ
の
メ
タ
バ
ー
ス
活
用
、

学
び
の
多
様
化
学
校
の
開
設

良
好
な
学
習
環
境
の
確
保
を

視
覚
障
が
い
を
抱
え
た
方
へ

一
連
の
支
援
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
再
構
築

ス
マ
ホ
で
完
結
す
る
仕
組
み
を

子
ど
も
が
気
軽
に
相
談
で
き
る

第
三
者
機
関
の
設
置
を
提
案

公
明
党

子
ど
も
の
権
利
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け

子
ど
も
が
相
談
で
き
る
機
関
の
設
置
が
望
ま
れ
る

災
害
に
備
え
た
平
時
か
ら
の
取
組

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
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含
め
て
検
討
し
て
い
く
。
埼
玉
ス
タ

ジ
ア
ム
で
の
開
催
は
、
様
々
な
課
題

へ
の
当
事
者
の
不
安
も
把
握
し
て
い

る
た
め
、
臨
時
バ
ス
の
運
行
や
防
寒

対
策
な
ど
を
講
じ
て
、
安
心
し
て
参

加
で
き
、
記
憶
に
残
る
式
典
と
な
る

よ
う
準
備
に
万
全
を
期
し
て
い
く
。

大
宮
駅
東
口
の「
駅
前
賑

わ
い
拠
点
」
の
検
討
状
況

は
。
ま
た
、
大
宮
小
学
校
の
暫
定
校

舎
の
整
備
期
間
の
短
縮
と
、
将
来
の

本
体
校
舎
の
施
設
配
置
に
つ
い
て
、

義
務
教
育
課
程
修
了
後
の
高
等
部
設

置
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

運
営
体
制
は
、
14
人
の
教

員
の
配
置
に
加
え
加
配
教

員
な
ど
を
配
置
す
る
。
給
食
は
実
施

し
な
い
が
、
小
学
部
で
は
給
食
無
償

化
の
対
象
世
帯
と
同
等
の
支
援
を
検

討
し
て
お
り
、
通
学
費
の
公
的
補
助

に
つ
い
て
は
、
研
究
し
て
い
く
。
メ

タ
バ
ー
ス
は
、
活
用
拡
大
の
情
報
収

集
と
併
せ
、
実
体
験
を
伴
う
活
動
の

充
実
に
努
め
、
学
校
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
直
ち
に
進
め
る
状
況
に
な
い

が
、
丁
寧
な
進
路
指
導
を
行
い
、
自

分
に
合
っ
た
進
路
を
選
べ
る
よ
う
支

援
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

週
末
や
夏
休
み
な
ど
の
短

期
間
、
施
設
の
子
ど
も
を

家
庭
に
迎
え
る「
週
末
・
季
節
里
親
」

を
導
入
し
、
里
親
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を

下
げ
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
む
環
境

を
つ
く
る
べ
き
で
は
。

本
市
で
は
令
和
8
年
度
か

ら
週
末
里
親
・
季
節
里
親

を
導
入
し
、
現
在
里
親
登
録
を
し
て

い
る
方
を
対
象
に
募
集
す
る
予
定
で

議員の
市の

2月定例会「代表質問」ダイジェスト

あ
る
。
里
親
登
録
を
し
て
い
る
方
は

国
が
定
め
る
研
修
な
ど
を
受
講
し
て

お
り
、
社
会
的
養
護
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
た
ち
に
か
か
わ
る
た
め
の
基

礎
知
識
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
週
末
を
過
ご
せ

る
と
考
え
て
お
り
、
ま
ず
は
里
親
登

録
を
し
て
い
る
方
の
う
ち
、
里
子
の

養
育
経
験
の
な
い
方
に
受
託
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

「
自
分
た
ち
の
式
典
」と
自

覚
で
き
る
よ
う
、
対
象
者

に
よ
る
実
行
委
員
会
形
式
を
採
用
し

た
ら
ど
う
か
。
ま
た
埼
玉
ス
タ
ジ
ア

ム
２
０
０
２
は
、
新
成
人
フ
ァ
ー
ス

ト
と
い
え
る
会
場
な
の
か
。

二
十
歳
代
表
の
み
の
実

行
委
員
会
は
、
自
覚
を
よ

り
一
層
促
す
効
果
が
あ
る
が
、
開
催

年
度
以
前
か
ら
検
討
を
は
じ
め
る
こ

と
に
よ
る
負
担
増
な
ど
の
恐
れ
も
あ

り
、
効
果
と
課
題
を
見
極
め
な
が
ら
、

二
十
歳
代
表
を
中
心
に
で
き
る
か
も

里
親
制
度
普
及
に
向
け
て

週
末
・
季
節
里
親
を
導
入
し
て
は

大
宮
駅
東
口
駅
前
賑に

ぎ

わ
い
拠
点

大
宮
小
学
校
の
整
備
計
画
は

見
解
を
伺
う
。

賑
わ
い
拠
点
は
、
ま
ち
づ

く
り
懇
話
会
を
設
置
し
、

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
の
策
定
に
向
け

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

懇
話
会
、協
議
会
な
ど
の
意
見
を
伺
い
、

令
和
8
年
度
中
の
プ
ラ
ン
案
作
成
を

目
指
し
進
め
て
い
く
。
暫
定
校
舎
の

整
備
は
、
4
年
程
度
を
見
込
ん
で
い

る
が
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
少
し

で
も
早
い
教
育
環
境
の
更
新
に
向
け

取
り
組
む
。本
体
校
舎
の
施
設
配
置
は
、

落
ち
着
い
た
教
育
環
境
の
確
保
の
た

め
、
氷
川
参
道
側
に
配
置
す
る
方
向

で
検
討
し
て
い
る
。

よ
う
や
く
設
計
段
階
に
進

ん
だ
大
和
田
駅
の
新
築
・

建
替
え
だ
が
、
駅
舎
の
完
成
と
北
口

広
場
の
開
設
は
同
時
期
な
の
か
。
も

し
時
間
差
が
あ
る
の
な
ら
、
広
場
整

備
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
求
め
る
。

大
和
田
駅
の
駅
舎
改
修
事

業
に
つ
い
て
は
、
駅
南
側

で
施
行
さ
れ
て
い
る
土
地
区
画
整
理

事
業
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
、
事
業
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
、

大
和
田
駅
の
駅
舎
完
成
と

北
口
広
場
の
開
設
時
期
は

さ
い
た
ま
自
民
党

二
十
歳
の
集
い
の
在
り
方
と

埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
開
催
を
問
う

大
宮
小
学
校
建
替
え
後
の
本
体
校
舎
の
配
置
に
は

落
ち
着
い
た
教
育
環
境
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
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令
和
8
年
度
予
算
編
成
の

収
支
不
足
は
、
減
債
基
金

や
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
れ
や

特
例
的
な
市
債
の
充
当
に
よ
り
収
支

を
均
衡
さ
せ
た
。
結
果
と
し
て
、
財

政
調
整
基
金
お
よ
び
減
債
基
金
の
残

高
は
前
年
度
比
1
億
円
減
、
ま
た
特
例

的
な
市
債
は
13
億
円
減
と
な
り
、
財

政
健
全
化
に
向
け
一
定
の
前
進
が
図

ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
義
務
的
経

費
な
ど
財
政
需
要
の
拡
大
が
想
定
さ

れ
る
た
め
、
行
財
政
改
革
な
ど
の
取

組
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

市
民
や
法
人
が
納
め
る
県

税
に
対
し
、
県
か
ら
市
へ

の
交
付
金
や
補
助
金
は
少
な
く
、
県

の
市
町
村
補
助
金
の
う
ち
政
令
指
定

都
市
除
外
事
業
も
あ
る
。
現
状
と
影

響
額
、
県
と
の
協
議
状
況
を
伺
う
。

市
民
や
市
内
に
事
業
所
な

ど
を
有
す
る
法
人
が
負
担

し
て
い
る
県
税
総
額
は
令
和
5
年
度

決
算
ベ
ー
ス
で
約
１
８
６
９
億
円
、
一

方
、
県
か
ら
本
市
へ
の
県
税
交
付
金

な
ど
の
総
額
は
約

539
億
円
で
あ
る
。

ま
た
県
単
独
事
業
の
市
町
村
補
助
金

の
う
ち
、
政
令
指
定
都
市
が
除
外
さ

れ
て
い
る
事
業
な
ど
の
歳
入
不
足
総

額
は
令
和
7
年
度
当
初
予
算
ベ
ー
ス

で
約
47
億
1
千
万
円
で
あ
る
。
市
長

と
知
事
の
意
見
交
換
会
で
は
、
様
々

な
課
題
を
協
議
し
て
い
る
が
、
補
助

金
と
し
て
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
の
議
題
は
現
在
の
と
こ
ろ
な
い
。

本
市
の
と
畜
場
で
受
け
入

れ
て
い
る
畜
産
頭
数
の
う

ち
半
数
を
県
内
分
が
占
め
、
県
も
基

幹
的
施
設
と
位
置
付
け
て
い
る
。
国

や
県
に
も
働
き
か
け
、
事
業
存
続
に

向
け
協
議
す
べ
き
で
は
。

食
肉
卸
売
市
場
は
、
合
理

的
な
価
格
形
成
の
場
、
食

肉
流
通
の
た
め
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ

施
設
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

現
食
肉
卸
売
市
場
廃
止
に
伴
う
雇
用

や
流
通
、
畜
産
へ
の
影
響
な
ど
に
対

す
る
方
策
な
ど
に
つ
い
て
、
国
、
県

と
の
連
携
体
制
の
構
築
を
調
整
し
て

議員の
市の

2月定例会「代表質問」ダイジェスト

本
市
を
支
え
る
土
台
と
し
て
最
低
限

必
要
な
機
能
を
備
え
た
、
新
た
な
シ

ン
ボ
ル
と
位
置
付
け
る
計
画
と
し
た
。

今
後
も
、
新
庁
舎
整
備
の
意
義
を
、

長
期
的
視
点
に
立
っ
て
、
市
民
に
丁

寧
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。 

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債

費
な
ど
の
義
務
的
経
費
が

増
加
す
る
中
、
令
和
8
年
度
予
算
編

成
の
結
果
を
踏
ま
え
た
、
本
市
の
財

政
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
、

見
解
を
伺
う
。

駅
北
側
広
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
事
業
化
に
は
至
っ
て
い
な
い

が
、
整
備
の
必
要
性
を
十
分
認
識
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
駅
前
広
場
の
暫

定
整
備
な
ど
、
段
階
的
に
整
備
効
果

を
発
現
さ
せ
る
手
法
の
検
討
を
行
う

と
と
も
に
、
早
期
の
事
業
化
に
向
け

て
、
関
係
機
関
と
協
議
・
調
整
を
進

め
て
い
く
。新

庁
舎
整
備
に
高
額
の
税

金
支
出
が
予
想
さ
れ
る
が
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
憩
い
の
場
の

提
供
な
ど
、
プ
ラ
ス
の
面
で
付
加
価

値
や
満
足
度
を
高
め
な
く
て
は
市
民

の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
の
で
は
。

新
庁
舎
整
備
に
当
た
り
、

市
民
の
た
め
の
市
庁
舎
で

あ
る
こ
と
を
大
前
提
に
、
丁
寧
に
議

論
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
防

災
中
枢
拠
点
と
し
て
の
機
能
、
質
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
に
提

供
す
る
た
め
の
執
務
環
境
、
市
民
が

憩
い
、
交
流
を
生
む
市
民
広
場
な
ど
、

付
加
価
値
が
あ
り
満
足
度
の
高
い

プ
ラ
ス
面
を
備
え
た
新
庁
舎
に

日
本
共
産
党

令
和
８
年
度
予
算
編
成
の
結
果

本
市
財
政
状
況
は
改
善
し
た
の
か

補
助
金
制
度
の
格
差
な
ど

埼
玉
県
と
積
極
的
な
協
議
を

廃
止
が
決
定
し
た「
と
畜
場
」

存
続
に
向
け
た
協
議
を
求
め
る

自
民
党
市
議
団

市
役
所
本
庁
舎
の
移
転
地

市
民
に
愛
さ
れ
る
庁
舎
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

08saitama city council No.107



い
る
。国
、県
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

ま
た
、
関
係
事
業
者
か
ら
伺
っ
た
意

見
や
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
や

協
議
も
密
に
行
い
な
が
ら
、
市
場
の

廃
止
に
伴
う
課
題
と
対
応
に
つ
い
て

丁
寧
に
検
討
し
て
い
く
。 

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
希
望

し
て
も
経
済
的
理
由
で
通

え
な
い
子
ど
も
が
い
る
。
自
治
体
独

自
で
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利
用
者
へ
補

助
制
度
を
設
け
る
事
例
が
広
が
っ
て

い
る
。
本
市
も
導
入
す
べ
き
で
は
。

民
間
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

が
学
び
の
場
や
子
ど
も
の

居
場
所
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
利
用

者
か
ら
経
済
的
負
担
軽
減
の
要
望
が

あ
る
こ
と
や
、
自
治
体
の
財
政
上
の

制
約
に
よ
り
保
護
者
負
担
に
差
が
あ

る
現
状
も
認
識
し
て
い
る
。
市
独
自

の
補
助
に
つ
い
て
は
、
他
政
令
指
定

都
市
に
照
会
す
る
な
ど
情
報
収
集
に

努
め
、令
和
7
年
度
は
市
内
の
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
を
訪
問
し
て
現
状
の
在
り

方
な
ど
に
つ
い
て
も
分
析
を
進
め
て

お
り
、
市
独
自
の
補
助
も
含
め
、
さ

ら
に
研
究
を
深
め
て
い
く
。

他
政
令
指
定
都
市
に
比
べ

て
少
な
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
で
は
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に

つ
な
が
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
歳
入

増
加
、歳
出
削
減
な
ど
の
取
組
を
行
っ

た
職
員
に
は
増
や
す
べ
き
で
は
。

歳
入
増
加
な
ど
の
職
員
の

取
組
は
、
人
事
評
価
制
度

に
お
け
る
業
績
評
価
や
能
力
評
価
の

評
価
要
素
で
あ
る「
企
画
・
創
意
工

夫
」、「
積
極
性
」な
ど
に
よ
り
評
価
し

て
い
る
。
ま
た
、
人
事
評
価
結
果
は
、

給
与
な
ど
の
処
遇
に
反
映
し
て
お
り
、

成
績
上
位
者
へ
の
勤
勉
手
当
の
支
給

は
、
標
準
よ
り
高
い
支
給
割
合
と
し
、

定
期
昇
給
も
標
準
よ
り
昇
給
幅
を
大

き
く
設
定
し
て
い
る
。
昇
給
は
、
在

職
期
間
中
の
給
料
月
額
に
影
響
す
る

も
の
で
あ
り
、
大
き
な
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
に
な
っ
て
い
る
。

ご
み
関
連
の
広
告
は
ご

み
関
連
の
ペ
ー
ジ
に
あ
っ

た
ほ
う
が
広
告
主
も
市
民
も
両
方
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う
に
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
以
外
に
も

バ
ナ
ー
広
告
を
掲
載
し
て
は
ど
う
か
。

検
索
エ
ン
ジ
ン
な
ど
か
ら

直
接
目
的
の
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
す
る
利
用
者
が
多
い
現
状
か

ら
、
閲
覧
が
多
い
ペ
ー
ジ
に
関
連
性

の
高
い
広
告
を
掲
載
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
は
、
新
た
な
価
値
の
創
出

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
こ
の
た
め
、

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
以
外
の
ペ
ー
ジ
の
広

告
ニ
ー
ズ
や
、
広
告
を
表
示
し
た
時

の
ぺ
ー
ジ
の
見
や
す
さ
、
使
い
や
す

さ
な
ど
を
考
慮
し
、
現
在
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
契
約
更
新
時
期
を
見
据
え

て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

島
町
西
部
土
地
区
画
整
理

事
業
地
の
境
に
危
険
な
変

形
交
差
点
が
あ
る
。
児
童
の
命
を
守

る
た
め
、工
事
中
道
路
の
早
期
開
通
と
、

都
市
整
備
部
門
と
教
育
委
員
会
が
連

携
し
即
応
す
る
安
全
確
保
策
は
。

工
事
中
の
路
線
は
、
ハ
レ

ノ
テ
ラ
ス
交
差
点
の
改
修

な
ど
の
整
備
が
残
っ
て
お
り
、
早
期

開
通
に
向
け
、
当
該
路
線
と
地
区
外

の
細
街
路
と
の
交
差
部
の
在
り
方
の

安
全
対
策
を
含
め
た
検
討
を
行
い
、

こ
れ
を
踏
ま
え
街
灯
設
置
な
ど
の
整

備
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
安

全
確
保
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
土
地

区
画
整
理
組
合
に
よ
る
道
路
の
整
備

状
況
が
教
育
委
員
会
に
も
情
報
共
有

さ
れ
る
枠
組
み
を
早
急
に
検
討
す
る

と
と
も
に
、
通
学
路
合
同
点
検
に
係

る
連
携
も
強
化
し
て
い
く
。

議員の
市の

2月定例会「代表質問」ダイジェスト

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
増
や
し
て

職
員
の
意
欲
向
上
を

利
用
者
増
の
＊
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

独
自
の
補
助
制
度
を
設
け
て
は

無
所
属
み
ら
い

危
険
な
交
差
点
の
解
消
に
向
け
た

道
路
の
整
備
と
安
全
確
保
は

維
新

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
広
告
掲
載

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
以
外
へ
の
掲
載
は

島
町
西
部
土
地
区
画
整
理
事
業
地
の
境
の
交
差
点

危
険
解
消
へ
工
事
中
路
線
の
早
期
開
通
が
望
ま
れ
る

＊ フリースクール
不登校の子どもに対し、学習活動、教育相談、体験活動など
の活動を行っている民間の施設のこと。
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お 知 ら せ

さい たま 市 議 会 からの

　オープン委員会を開催しました
2月17日、保健福祉委員会では、「福祉的
観点から見た情報コミュニケーション」
をテーマにオープン委員会を開催しまし
た。当日は、議員含め約50名が傍聴し、
坊農真弓氏による「日本における手話言
語コミュニケーションの現状」、保坂龍彦
氏による「誰もが安心して暮らせる社会
を目指して」と題した講演のほか、質疑応
答や意見交換が行われました。

　若い世代とつくる、市議会広報
本市議会では、若い世代に市議会を身近に
感じてもらうため、令和7年度は大学生、高
校生と連携し、広報活動を行ってきました。
1月30日には報告会を開催し、目白大学に
よる定例会周知ポスター、浦和南高等学校
写真部によるロクマル特集記事、ネット安
心条例PR動画、同高等学校書道部による
定例会周知動画について、制作の過程や作
品に込めた思いを報告いただきました。
制作いただいた作品は、市議会ホームペー
ジまたは市議会公式Xでご覧になれます。

ぼうのう まゆみ

ほさか たつひこ

報告会

講師が手話も用いて講演 会場ではAI文字反訳も活用

定例会周知ポスター

定例会周知動画 ネット安心条例PR動画

　新しい議員を紹介します
議員の辞職に伴い欠員が生じていた中央区で、令和8年3月
15日にさいたま市議会議員補欠選挙が行われ、次の議員が当
選しました。

会派構成は次のとおりです。

会派名 所属議員数

令和8年3月16日現在

立憲民主・無所属の会さいたま市議団 12人

公明党さいたま市議会議員団 11人

さいたま市議会自由民主党議員団 9人

自由民主党さいたま市議会議員団 9人

日本共産党さいたま市議会議員団 6人

日本維新の会さいたま市議団 4人

無所属みらい 2人

無所属（会派に所属していない議員） 6人

 合計59人

・佐藤　潤（さとう　じゅん）
・所属会派／無所属
・当選回数／１回
・連絡先住所／中央区下落合5-2-2
・連絡先電話番号／050-3488-7362
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5つの常任委員会では、

議案の審査だけでなく、

市民生活に深くかかわる

課題について調査研究を

行っています。

令和7年度の取組状況を

ご紹介します。

和歌山県では「和歌山県こども計画」などについて調査（10月）

子どもたちを社会全体で支える
取組の強化と推進

子ども文教委員会

近年、いじめや虐待など、未来ある子どもが犠牲になる事案
が急増していることから、「未来を担う子どもの権利につい
て」をテーマに、和歌山県と大阪府の先進事例を視察しまし
た。すべての子どもが、
かけがえのない存在と
して尊重されなければ
ならないことを十分認
識し、今後も子どもの権
利保障に向け、全力で支
援していきます。

仙台市では市民に脱炭素行動を促すアプリ活用や対面型イベントなどを調査（11月）

脱炭素社会へ
市民・事業者とともに

市民生活委員会

福井県ではICTを活用した障がい者への情報支援や情報保障を調査（11月）

「福祉的観点から見た
情報コミュニケーション」の研究

保健福祉委員会

手話言語条例を前進させるため、福井県と長野市の先進事例
を調査しました。また、オープン委員会を開催し、学識経験者
から日本における手話言語コミュニケーションの現状や音声
認識アプリの社会への
広がりに関してお話を伺
い、情報保障の課題と可
能性を共有し、聴覚障が
い者・難聴者が取り残さ
れない社会を市民ととも
に考えました。

神戸市では自動芝刈機のドックが設置されている「東遊園地」を視察（10月）

人が集う「にぎわいのあるまちづくり」
に向けて

まちづくり委員会

本委員会では、公園や道路などの様々な都市機能を活用しな
がら、魅力あふれ、人が集う「にぎわいのあるまちづくり」を
テーマに研究を行いました。神戸市と大津市への視察を行
い、駅前広場や公園など
の公共空間を活用し、居
心地が良く、自然と人が
集まるまちなかを、地域
の方々とともに創出する
取組について研究しま
した。

長岡市の国際交流センター「地球広場」の取組を調査（10月）

未来都市の在り方
～多文化共生のまちづくり～

総合政策委員会

本市の温室効果ガス排出量は、家庭部門と業務部門で全体
の約65％を占め、市民や事業者の脱炭素への取組が欠かせ
ないことから、市民参加の先進事例である仙台市の「せんだ
いゼロカーボン市民会
議」の調査を行いまし
た。本市においても、買
い物や移動手段など、
日々の選択によるCO2
排出削減が進むよう支
援していきます。

本委員会では、長岡市と新潟市を視察し、国際交流センター
の運営方法や先進事例などを学びました。現在、本市の国際
交流センターは多くのボランティアの協力により運営されて
います。約3万人の外国
にルーツのある方が永
住者として本市を選ん
でいただいていることを
踏まえ、本市における多
文化共生に向けた取組
の充実を期待します。

常任委員会
活動リポート

Report
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本会議・委員会の傍聴インターネット中継
会議を生中継・録画配信して
います。パソコンやスマート
フォンなどから
ご覧ください。
※現在、区役所ロビー
での放映は行っており
ません。

開催日当日、議会棟３階
で受付しています。

※手話通訳・要約筆記を
ご希望の方は、7日前まで
に議事課にご連絡くださ
い(Fax.829-1984)。会期日程は、ホームページをご覧く

ださい。くわしくは議事課までお問い
合わせください（Tel.829-1753）。

さいたま市議会
X（旧Twitter）

（議席順）

6月3日（水）～
次の定例会は

令和8年度の予算議案審議が行われた2月定例会。予算委員
会では、分野別に詳細な審査が行われました。今号のトピック
スでは、昨年の9月定例会で市長に提出した提言が、この予算
案にどう生かされたのか、わかりやすく紹介しています。
さて、今号から表紙のデザインをリニューアルしました。皆さ
んの身近にある日常の風景
を絵にして毎号お届けしてい
きます。どうぞ、お楽しみに。

編集後記 議会広報編集委員会

［委員長］ ［副委員長］

［ 委 員 ］

議長　伊藤　仕 副議長　谷中信人

堤 日出喜 佐々木郷美 秋山朋彦
佐藤真実 照喜納弘志 金井康博
金子昭代 新藤信夫 萩原章弘

ロクマルへの感想を
お聞かせください
感想はこちらから　

表紙では、さいたま市内各区の
日常を懐かしさを覚えるような
情景として切り取ります。

今号の表紙は

桜区
今号は、新緑がまぶしい桜区・
埼玉大学前のケヤキ並木と
新生活に慣れてきた学生の
姿を描きました。この埼大通
りは「日本一長いケヤキ並木」 
としても有名です。 

KEYWORD ロクマル
キーワード

2月定例会の中から気になる言葉を取り上げ、
解説します。

グリーンスローモビリティ

地域課題の解決と環境負荷低減を両立する交通サービス
グリーンスローモビリティとは、時速20km未満で公道を走行できる
電動車を活用した、小さな移動サービスです。国では、低炭素社会の実
現に向けた取組の一つとして、このグリーンスローモビリティの導入を
進めています。高齢化が進む地域での生活交通の確保や、観光地にお
ける新たな観光資源としての活用など、地域が抱える交通課題の解消
と、低炭素型モビリティの普及を両立できる取組として注目されてい
ます。

地域主体の新たな移動手段の導入に向けて
本市では、令和7年度に一部エリアを対象に、共助としてのグリーンス
ローモビリティの実現可能性や持続性を検証する実証実験を実施し
ました。実証に当たっては、地域の方々と運行ルートや停留所の設置
場所を検討し、運行時にはボランティアによる乗降サポートも行われ
ました。令和8年度以降は、今回の実証を踏まえ、市内全区を対象とし
た公募での実証に向けた検討が進められます。今後、地域内の身近な
移動手段としての活用が期待されます。
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この議会広報紙は658,600部作成し、1部当たりの作成経費は13円です（企画編集の経費を含みます）。

市議会のくわしい情報は、さいたま市議会ホームページをご覧ください。 検索さいたま市議会

毎定例会後、テレビ埼玉で放送しています。放送日時は秘書課
までお問い合わせください(Tel.829-1748)。
市議会ホームページやYouTubeでいつでも視聴できます。

テレビ番組「ようこそさいたま市議会へ」 




